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それでは,極大極小に関する重要問題を解説しておこう ポイントは,次の 2つに尽きます.
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したがって増減表より ″ は

″=-1で極小値/(-1)=-1
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関数/(″)=赫 が″=-1で極値をとるように,定数αの値を定めよ また,
関数ノ(″ )の極値を求めよ

考え方

″=-1で極値をとる =⇒ /′(-1)=0

は成立しますが,その逆,

/′(-1)=0 =⇒ ″=-1で極値をとる

とは限りません ″=-1で極値をとるには″=-1の前後で/′ (″)の符号変化が起こらないとダメで,
/′(-1)=0だけでは符号変化が起こるかどうかわかりません したがって,本間の場合,/′(-1)=0を
計算すればαの値は求められますが,そのαに対して,/(″ )が本当に″=-1で極値をとっているのか,
確認する必要があります 確認の方法は,増減表またはグラフを図示すればよいでしょう
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″注  極値 を求めるだ けな らこれで終わ りで

すが,/(″)のグラフを書くとなると不十分です

夕電/(″)やユ壼ゝ /(″ )を調べていないからです
1

鯉スの=理論 =脇百事幕
よつて,11里 /(″)=0である.
同様に,メ i讐 /(″)=0となるので,υ =ノ (″ )
のグラフは以下のようになります
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1 
例 題 3 /(″ )=″ 十ァ
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の極大値が -1と なるように,定数 αの値を定めよ

考え方 この問題では極大値は分かっているものの,「どこでJ極大となるかが不明なので,まずはここか
ら調べていく必要があります もう一度確認しますが,極大となるのは,/′ (″ )の符号が (十)一→ (― )
へと変化するところです.
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となるので,増減表は以下の通 り
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したがつて増減表より,″ =1-vフ のとき極大
となるので,/(1-√⊃ =-1
よって,1√ +丁Iザ争=可 =1より,α =1

1例 題 4./(″)=(守 が″=2で 極小値 -1を とるように,定数 α,ι の値を定めよ.
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